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「鬼は外、福は内」の
かけ声が境内に響く
「在卦を搬りに別所温泉に行きました。北向観音さんへお寄

りに立ち寄ったところ、水銀灯に照らされた境内が静かでJ:し

かったので、その雰閤気をカメラに収めたんです」と、婚しそ

うにお話いただいた山崎さん(左下写真)。 毎年正月にはま族

で初もうでに訪れるそうです。

8'T*21匝記に伝えたい 厄よけ鰻音として昔から全国白人々の信仰を集める北向観音。

二年寄りや節分会由時には多く白人でにぎわいます。

節分会では、厄よけ祈願の年男年立たちが常輩寺に集まり、

北向観音量まで繰り歩きます。その行列の先頭には帯・肯.m
の3匹目鬼が加わり、に華やかに鬼やらいを行います。観音堂

境内で 「福寿」と普かれた福升500個あまりを用意して盛大に

行うEまきは、全国的に有名な節分由行事ですι
また、 3月には3ttt幸喜;の転読舎が行われ、読経由隙に供え
られた紅白白丸いだんごを 「知恵自だんご」として書持者に配

ります。

車内安全・良縁祈願など、願いは人それぞれ。境内には串せ

を祈る人々の聾が絶えることはありません。

企山崎購入吉ん(川辺町)
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ー
分
権
路
一
代
「
吐
か
さ
紗
レ
い
、
れ
世
紀
の
刷
用
岬
酬
の
発
展
と
a
F
か
悠
住
民
主
活
の
44

声
携
を
84第
レ
て
-

4
市
町
村
に
よ
る
合
併
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
よ
り
具
体
的
に
進
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
合
併
の
是
非
を
判
断
い
た
だ
く
情
報
の
提
供
を
し
て
い
き
ま
す

ロ
月
別
白
川
刷、

よ
田
市
・
丸
子
町
・

真
白
町
・
武
石
村
の

4

市
町
村
に
よ
る
任
意
合
併
協
議
会
設
置
合
意
書
調
印
式
が
、
上

回
創
造
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
第

1
回
任
意
合
併
協
務
会
が
開
催
さ
れ
、

4
市

町
村
に
よ
る
合
併
協
議
は
、
任
意
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
の

段
階
か
ら
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

一一一十一一一

[ 上田市・丸子町・真田町・武石村 】目
O 

任意合併協議会が設立されました

いっしょに考えましょう市町村合併・地域の未来

こ
れ
ま
で
広
報
う
え
だ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

て
き
た
よ
う
に
、

9
月
例
日
附
に
上
田
市

・
丸

子
町
・
真
悶
町
・
武
石
村
任
意
合
僻
協
議
会
設

立
準
備
金
を
設
置
し
、
任
意
ム
ロ
俳
協
議
会
の
組

織
や
委
員
構
成
白
検
討
、
規
約
・
要
綱
な
ど
白

整
備
、
事
業
計
画
の
作
成
な
と
、
怪
意
合
併
協

議
会
由
設
立
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
今
回
、

任
意
合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

任
意
合
併
協
議
会
設
世
合
意
書
調
印
式
で
は
、

準
備
会
で
確
認
さ
れ
た

6
つ
の
事
項
〔
広
報
う

え
だ
ロ
月
日
日
号
掲
載
)
を
確
認
し
た
う
え
で
、

4
市
町
村
長
が
調
印
し
、
そ
の
桂
、
立
会
人
と

し
て

4
市
町
村
議
会
議
長
が
調
印
し
ま
し
た
。

続
い
て
、

4
市
町
村
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
蓋

の
皆
さ
ん
が
、
任
意
ム
ロ
俳
協
議
会
委
且
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
任
意
合
併
協
議
会
で
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
・
住
民
負
担
を
は
じ
め
、
合
併
し
た
場
合
白

将
来
偉
な
ど
、
合
併
に
閲
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項

を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
ま
と
め
ら

れ
た
新
し
い
市
の
盛
を
皆
さ
ん
に
お
示
し
す
る

こ
と
で
、
合
併
す
る
の
か
し
な
い
の
か
と
い
う
、

合
併
の
是
非
そ
の
も
の
を
判
断
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

υ 
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上田市 丸子町 真田町 武石村

市町村長 母袋膏jー 堀内曹明 箱山好猷 下村 聖

助 役 田口邦勝 小山田秀土 柄沢 衛 小山 守

議 長 倉沢俊平 矢沢 豊 佐藤公至 大平袈裟

議 員
茅野光昭 深井計美 宮帽正 清住隆幸

小泉連夫 小相沢隆己 坂口良平 新井繁雄

自治林会連合貞会&夫畏 成E車星会長剛 宮区島長会忠長雄
武石コミユーケ

住民代表 小ショ山ン21洋代江表

識見を よ田松女田学子短期大学 丸加子藤町監査好明委員 上常回専田商務工理会軍事峰三所 僧州桜代上井小表森監敏林穆昭組合
有する者 長幸子

-任意合併協機会の蚤員に週ばれた4市町村の省さん(敬称略l+



-第1回目
m意含併協議会I
|で協議された.

-喝容陥・・・ 目

調
印
式
終
了
後
、
第

l
回
目
白
協
議
会
が
聞

か
れ
、
間
同
名
の
委
員
の

中
か
ら
、
次
白
皆
さ
ん

が
役
員
に
選
ば
れ
ま
し

た
(
敬
称
略
)
。

会
長
母
袋
創
一
(
上
田
市
長
)

副
会
長
堀
内
憲
明
(
丸
子
町
長
)

副
会
長
箱
山
好
猷
(
真
田
町
長
)

副
会
長
下
村
型
(
武
石
村
長
)

監
事
加
藤
好
男
(
丸
子
町
)

監

事

宮

崎

正

三

(
真
田
町
)

ま
た
、
協
議
会
の
規
約
、
運
営
方
針
、
新
市

将
来
構
想
策
定
委
員
会
設
世
要
綱
、
傍
聴
規
程

な
ど
の
各
種
規
程
、
平
成
H
・
日
年
度
事
業
計

画
と
歳
入
歳
出
予
算
、
協
議
事
項
目
調
整
方
針

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

r.-.マZ4FE九“2守TZTZ

同事
r

の事は
F

一耕設
小翠
窒
扉
」

ま
た
、
今
後
の
協
議
の
方
向
を
位
置
付

け
る
最
も
基
本
的
な
項
目
で
あ
る
合
桝
の

方
式
に
つ
い
て
も
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

4
市
町
村
が
対
等
な
立
場

で
、
創
世
紀
白
発
展
と
豊
か
な
住
民
生
活

由
実
現
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
住
民

自
治
の
充
実
を
目
指
し
、
合
併
佳
の
ス
ケ

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
、
各
市
町

村
が
積
み
重
ね
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
歴

史

・
文
化

・
特
性
に
配
期
し
た
地
域
の

一

体
的
な
発
展
に
努
め
る
分
権
型
合
併
を
研

究
す
る
た
め
、
合
併
の
方
式
は
「
新
設

(
対
等
〕
合
併
L

と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

今
桂
、
協
議
会
で
は
あ
ら
ゆ
る
事
項
白

協
議
を
「
新
設
〔
対
等
)
合
併
」
白
方
針
に

基
づ
い
て
公
開
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

l月24日幽午後i時3日分~

任意合帥協議会事務局事務所

2階会議室(右下地図書照)

・主な協職事項 (予定)

①合併由時期

②軒市の名称

喧事務所(市役所)の位置

④財産の取り扱い

(Q新市の議貝の定数

※協機会は公開で どなたでも傍聴できます。

.とき

・ところ

臨繭幽緬輔事面・
1>市の名称や市役所の位置は、

原則としてA市のものを引

さ継ぎます。

1>8町 ・C村の三役・議員な

どは合併に伴い身分を失い

ますが、 A市由三役議員

などはそのまま在職します。

1>条例 ・倒規は原則としてA
市のものに統一されます。

ι 

-Eta割増刷在意事寄目白血玄白書.

1>新市町名称や市役所の位置

は新たに決めます。

b新市の主役.1獲量などは改
めて選挙在どで遺びます。

1>古併前の各市町村の条例・

倒現1.原則として失効し、
新たに制定します。D市

ー

| 任意餅協議会事務局の 目
事務所を設置しました一 回

室凍臨町

任意合併協議会発足を畳けて、 4市町村の合併担当駿貝が合同で協議

会に閲する行事を行うための事務所を誼置しました。これにより市合併

推進室 (di世所南庁舎5階)も、この本務所に移転しました。

・住所 上岡市大下方田1817-2
.連帽先宮34・7677.1!lI34・7678・E-mail gappei@city.ueda.nagano.jp 
今後、任意合酔協議会では、協議会で協議された内容をはじめ、市町

村合併に閲する情報を、随時、協議会だより ・各市町村広報 ・協議会ホ

ムベ ジなどで地域住民の皆さんにお匁1';せし、ご意見 ・ご挺Jをいた
だきながら、調査 ・研究 ・協議を進めます。

市町村合併に閲するご意且・ご質問をお気穣にお寄せくださL、。

また、'"合併推進室では、合併に関する出liij車庫を随時行っています。

人監を悩jわずご説明に向いますので、お気経にお申し込みくださL、。 支丸子町 otli何』

[3] 1丘1.16



• 
テ
レ
ビ
広
報

「
ザ
シ
号
l-
つ
え
疋
」

毎
週
日
略
目
、
l
チ
ャ
ン
ネ
ル

(
U
C
V

上
回
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
)

で
、
市
内
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
リ

ポ
ー
ト
や
上
回
ロ
ケ
ド
ラ
マ
・
映
画

世
映
予
定
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
な

ど
を
お
征
え
し
て
い
ま
す
。
見
て
得

す
る
却
分
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

.
放
映
時
間

{四
分
番
組
)

毎
週
日
曜
日
の
、
午
前
6
時

・
9

時

・
正
午
・
午
後
3
時
・

7
時

・
日

時
か
ら
、

1
日
6
回
並
映

-
「
サ
ン
デ
ー
う
え
だ
」
を
再
融
送

「サ
ン
デ
ー
う
え
だ
」
を
、
更
に

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
毎
水
曜
日
に
再
故
迭
し
て
い
ま

す
。な
お
、
ご
曹
H
・
ご
提
言
は
、
日
働

害
課

(2
n

・4
1
0
0
園
1
1
1

5
/
咽
お
・

5
1
1
1
/
円
ヨ
曾
一

F
Z
F
o
r
m⑧
S
S
S
E
E
m
M
5
5
)
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

催し
よ
図
創
造
館

{SE--a''')

画
H
4
1
0
0
)

圃
上
小
地
場
中
堅
作
家
ス
プ
ー
ン
の

会
絵
画
展
X
(入
場
無
料
)

マ
と
き

2
月
2
日
側
1
悶
U
日

ω午
前
9
時

1
午
桂
4
時
〔
最
終
日

は
午
後
3
時
ま
で
)
マ
出
晶
作
家

大
井
キ
ク
さ
ん
・
工
藤
純
さ
ん
・

守
口
一
郎
捕
さ
ん

・
依
田
美
知
枝
さ
ん

・
道
祖
神
祭
り
展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

2
月
4
日
関

i
同
8
日

出
午
前
9
時

1
午
佳
4
時

卯

分

マ

内
容

上
小
地
域
の
道
祖
神
を
写
真

パ
ネ
ル
で
紹
介
な
ど

-
上
回
・
小
県
絵
手
紙
展
へ
の
作
品

を
募
集
し
ま
す

3
月
8
日
出
か
ら
同
凶
日
制
ま
で
、

絵
手
紙
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

マ
事
草
期
間

2
月
日
目
的

3
同

市役所代表電話
622・4100• お

日

制

マ
出

品

方

法

出
品
す
る

は
が
き
・
手
紙

(
l人
2
占
以
内
)

を
、
創
造
館
あ
て
に
郵
送
す
る
か
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い

マ
と
き

2
月
l
日
出
午
後
l
時
初

分
1

3時

-
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

(参
加
無
料
)

マ
と
き

2
月
1
日
出
午
前
9
時

泊
分

1
日
時
加
分
マ
対
象

5
歳

以
上
白
子
ど
も
と
そ
白
保
護
者
マ

定
員

先

着

団

名

マ

申
し
込
み

l
月
羽
目
榊
ま
で
に
、
電
話
か

F
A

X
(郵
便
番
号
・
住
所
・氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、

「
2
月
親
子

パ
ソ

コ
ン
教
室
保
」
あ
て
へ
〉
で

-
星
空
観
望
会
(
参
加
無
料
)

7
と
き

2
月
1
日
凶
午
桂
7
時

1

8
時
却
分
(
受
付
は
午
後
6
時
加

分
l
)

マ
そ
の
他
小
・

中
芋
生

は
保
護
者
同
伴
で
。
悪
天
醸
の
場
合

は
、
今
宵
の
星
空
解
説
と
天
文
映
偉

白
投
影

-
模
型
費
何
機
作
り

(参
加
料
5
5
0
円
)

?
と
き

2
月
日
日
出
午
前
叩
時

上
岡
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村

任
意
合
併
協
議
会
を
設
置

ロ
月
市
議
会
定
例
会
が

U
月
初
日
か
ら
ロ
月
刊
日

ま
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
日
議
案
が
提
出
さ

れ
、
審
議
白
結
果
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
に
は
、
①
上
田
市

・
丸
子
町
・
真
田

町
・
武
石
村
任
意
合
併
協
議
会
の
運
営
②
統
一
地

方
選
挙
の
執
行

③
障
害
者
・
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

④
神
科
第
二
保
育
園
移
転
故
築
⑤
保

全
松
林
健
全
化
整

備

⑥

大
石
橋
の
復
旧
工
事

な

ど
を
計
上
し
、
こ
れ
に
よ
り
補
正
佳
の

一
般
会
計
予

算
は
4
3
3
憧
9
8
0
4
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

』・9av--e

ま
た
、
教
言
委
員
会
委
員
に
森
大
和
さ
ん
(
位
歳
・

下
本
郷
)
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

圃
主
な
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
奈
例
の

一

部
政
正
健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

国
民
健
庫
保
険
税
所
得
割
額
の
算
定

方
法
由
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
納
税
義
務
者
間
の
税
負
担
白

公
平
性
が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
退

職
被
保
険
者
(
長
い
間
会
社
等
に
勤

め
た
後
国
保
に
加
入
し
た
か
た
で
、

厚
生
年
金
保
険
や
共
演
組
合
等
か
ら

年
金
を
畳
け
て
い
る
か
た
と
、
そ
の

家
族
)
が
、
療
聾
を
畳
け
る
際
に
支

払
う
自
己
負
担
額
を
す
べ
て

3
割
に

-12月市圃会で決まった14年度予算(四穐五入)

f 補正予算額 | 予覧柑額

[ 4] 1丘1.16

433億9.805万円

271億6.045万円

2億8.399万円

1億5.463万円

般会計

特別会計

し
ま
す

(
4月
1
日
か
ら
)。

マ
上
田
市
下
水
道
条
例
・
上
田
市
農

業
集
落
排
水
施
設
条
例
の
一
部
改
正

下
水
道
使
用
料
と
民
業
集
落
排
水

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
、
上
田
市
水

道
料
金
等
審
議
会
に
よ
る
答
申
を
尊

重
し
、
使
用
料
を
4
月
か
ら
改
定
し

ま
す
(
平
均
5
・
6
%
ア
ッ
プ
ゴ

-
一
般
会
計
等
補
正
予
算
の

・
主
な
内
容

マ
任
意
合
併
協
融
会
運
営
事
業

4
0
0
万
円

ロ
月
M
日

ω、
世
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
合
酔
に
つ
い
て
調
査

・
研
究



歳以上のかた白書加もいただきました。

なお 醐習会の障にE己入していただいたアンケー卜の集

計結果については、情報推進揮のホームベージに掲蔵して

ありますのでご覧ください。

|..講習会が終了しました I 
ITOI習会は平成12年2月から262輯座を市内各地で開

催し、昨年12月をもって終了しました。
この問、3.876人のかたが聖

摘されました(内訳は右表〉。

特に50・60揖代のかたの書

加が~く、この年代のかたの
1 T (情報控商)への関心の

高さが恒えました。また、90

1
U
時
初
分

マ
対
象
小
学
校
高

学
年

・
中
学
生
マ
定
員
先
皆
川
品

名

マ

申
し
込
み

2
月
9
日
側
ま

で
に
、
電
話
か
F
A
X
(氏
名

・
芋

校
名

・
学
年
を
記
入
し
、

「模
型
飛

行
機
円
り
慌
」
あ
て
へ
〕
で

-
太
陽
の
隅
点
を
見
ょ
う

(嘗
加
嗣
料
)

マ
と
き

2
月
幻
日

ω午
前
叩
時

1
日

時

マ
そ
の
他

雨
天

・
曇
天

の
場
合
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
宝
で

太
陽
に
附
す
る
話

・
ビ
デ
オ
白
上
映

ilj ! 
マ
と
き

l
月
凶
日
出
1
2
月
お

円
側
午
前
川
時
3
午
桂
6
時

〔l
月

n
-m目
、
2
月
5

・
u
-m
-m

日
は
休
館
)

マ
内
容
池
彼
氏
の

エ
y
セ
イ
、
『回
想
の
ジ
ヤ
ノ

・
ギ
ャ

パ
ン
』
白
自
筆
原
稿
全
加
枚
。
池
波

氏
の
映
画
に
閲
す
る
本
、
雑
誌

『
キ

ネ
マ
旬
報
』
、
フ
ラ
ン
ス
取
材
中
白

写
真
な
ど
を
展
示一!|i; 

自
分
の
こ
と
、
世
の
中
の
情
報
を

見
つ
め
る
力
を
つ
け
ま
せ
ん
か
。
そ

し
て
発
灯
し
て
み
ま
し
ょ
っ
。

マ
績
座
日
程

右

F
韮
の
と
お
り

マ
と
こ
ろ

市
民
プ
ラ
ザ

・
ゅ
う

マ
対
量
市
内
在
住
か
在
勤
の
男

女
別
名

(原
則
金
講
座
受
講
可
能
な

か
た
)

マ
申
し
込
み

2
月
3
日

開
ま
で
に
、
電
話
で
男
女
共
同
書
画

課
ヘ

マ
そ
の
他

託
児
希
望
事
は
、

男
女
共
同
書
画
課
ま
で
連
絡
を

長野大学 '" 
教授佐々木理さん

日本教育新聞社
配者矢吹正徳さん

手1i6メ

三l器f
~1I:t ア
白目〈ラ
品目だン
λ目吉ド

ーH¥U 
391 E ，1 D 
n A 
0・へ

-
パ
ソ
コ
ン
基
本
撮
作

マ
と
き

2
月
日
日

ω午
桂
l
時

加
分
1
4
時

マ

対
車

パ
ソ
コ
ン

初
心
者
マ
定
員

同

名

マ

受
講

料

1
5
0
0
円

-
今
日
か
ら
始
め
る
ノ

ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
作
成
セ
ミ
ナ
ー

写
真
入
り
の
自
己
紹
介
や
極
味
の

ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
ょ
・っ
。

を
す
る
組
織
、

「
上
田
市
・丸
子
町
・

真
田
町
・武
石
村
任
意
合
併
協
議
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
運
営
経
費

と
し
て
上
田
市
八
万
を
計
上
し
ま
す

(4
市
町
村
同
等
負
担
)。

[関
連
記
事
2
・
3
ベ
!
ジ
]

マ
宜
捜
費
制
度
施
行
準
備
事
業

1
0
7
1
万
円

障
害
者
の
稿
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
市

が
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
決
定
す
る

「
措

置
制
度
」
で
し
た
が
、

4
月
か
ら
は

利
用
者
目
立
場
に
た
っ
た
制
度
に
す

る
た
め
、
障
害
者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
し
、
事
業
所
と
契
約
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
刺

mす
る

「支
援
自
制
度
」

を
導
入
し
ま
す
。
支
援
曲
目
決
定
の
た

め
の
調
査
・
算
定
業
窃
や
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業

務
は
、
上
小
8
市
町
村
が
共
同
で
行

う
予
定
で
す
。

マ
神
科
第
二
保
育
園
移
転
改
築
事
業

1
億
8
4
1
0
万
円

(う
ち
、

債
務
負
担
1
億
7
5
7
0
万
円
)

老
桁
化
し
た
湖
舎
の
移
転
改
築
に

向
け
、

実
施
設
計
と
川
地
取
得

(債

務
負
担
)
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し

ま
す

(平
成
時
年
4
月
捌
凶
予
定
)。

マ
と
き

2
月
凶
日
制
午
前
凶
時

1
午
桂
4
時

マ

対
量

パ
ソ
コ
ン

経
験
者
マ
定
員

団

名

マ

受
碕

料

4
0
0
0
円

マ

そ
の
他

申

込
者
に
は
事
前
に
謀
削
閣
を
郵
送
し
ま

す

園
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

マ
保
全
松
林
健
全
化
整
備
事
業

7
2
3
0
万
円

松
〈
い
虫
被
害
の
広
が
り
を
防
ぐ

た
め
、
残
す
べ
き
必
要
度
白
高
い
松

林
か
ら
置
先
的
に
、
被
害
木
白
伐
倒

草
剤
処
理
を
行
い
ま
す
。

マ
公
共
土
木
施
股
災
曹
復
旧
事
業

。
6
9
2
8
万
円

大
石
橋
の
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、

来
年
度
予
定
事
業
白
前
倒
し
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
橋
台
等
目
下
部
工
事

は
3
月
末
に
完
了
す
る
予
定
。
上
部

工
事
に
つ
い
て
も
U
月
か
ら
現
地
で

の
架
設
工
事
に
入
る
予
定
で
、
来
年

3
月
末
ま
で
に
は
取
り
付
け
道
路
を

含
め
樋
全
体
が
完
成
す
る
圭
定
で
す
ロ

次
の
か
た
が
、
教
育
委
貝
会
委
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

[関
連
記
事
時
ベ
!
ジ
書
照
]

森 大和吉ん
(6211 下本郷)

-
維
で
も
簡
単

/

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

マ
と
き

2
月
凶
日
閃
午
笹
1
時

叩
升
1
4
時

守

対
車

パ
ソ
コ
ノ

初
心
者
マ
定
員

同

名

マ

受
鴫

料

1
5
0
0
円

1互1.16[ 5] 



11 

• 
母袋市長が市Eに対する皆さん
のご意見を直接お聴きし、「生活者

起点」の市政運営の書考にさせて

いただく「市民と市長の日Jを開
催します。書加を希望されるかた

はお申し込みください。

なお、職員も同席させていただきます。

率直なご意見ぎ
かせてください

2月3日開

-と き 2月20日閣午前1u時~正午
・ところ 市長室(市世所3階)

・対車市内在住か在勤のかた(グループでも可〉

.募軍人数 5人(組)

.想敵時間 l人(組)につき20分程度

・申し込み

はがき.F A X・電子メ ルのいずれかに必要事項を記入し、
まで [必世]に申し込んでください。

・必要な記入事項

住所・氏名・年齢・磯諜・電話番号・話したい内容(市政に閲すること)

を記入してくださL、。なお、グループでの申し込みの場合は、代費者のf1ii庁・

氏名などを記入するとともに、参加入量もお書きくださL、。

・申し込み先

「はがきJ"''''386.8601 上回市世所秘轡盟内 「市民と市長の日」係
rFAXJ 四回・5111 上岡市世所副轡課内 「市民と市長の日」保
「電子メールJ アドレス hishoka@city.ueda.nagano.jp(件名を、「市民

と市長の日申し込み」としてくださL、)

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

N
P
O
法人

「地
緩
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ク
」

(官四・
1
8
6
9)

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
循
環
型
地
域
社
会
の
形
成
に
向

け
て
、
市
民
自
皆
さ
ん
を
対
輩
と
し

た
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

1
月
幻
日
附
午
後
l
時

初
分
1
3時
卯
八
万
マ
と
こ
ろ

上

-その他

応募者多散の場合は、抽選をさせていただく場合があります。開儲日の

週間ほど前に、申し込みの桔巣と当日お越しいただく時間をお知らせします。

.問い合わせ 秘曹課 ("22・4100困1112)

話域回
の市
教役文
授l，IflJ化
無・分セ
料北担ノ
傑(タ
童子E講 1 
正E師
さマ
ん信 演
〉州 題
大
マ学地

農
業

・
良
材
と
き
め
き
構
座

を
開
催
し
ま
す

腹
壁
蕪

-a村
パ

B'ト
ナ

1
シ
ッ
プ
権
遺
書
霊
業

後
渇
要
員
会
(
腺
林
限
内
包
目
・

6
1
2
2
)

農
村
女
性
が
い
き
い
き
と
活
躍
で

き
る
よ
う
、
家
脹
経
世
協
定
推
進
の

た
め
白
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
家
族
経
営
協
定
と
は
、
女

性
農
業
者
や
農
業
桂
継
者
が
、
張
り

合
い
を
も
っ
て
股
業
を
し
て
い
く
た

め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
家
族
で

話
し
合
い
、
体
日
・
労
働
報
酬
・
労

働
時
間
な
ど
あ
る
一
定
の
ル
ー
ル
を

作
る
こ
と
で
す
。

家
族
で
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

l
月
初
日
開
午
後
l
時

1
3時
品

分

マ
と
こ
ろ

市
民
プ

ラ
ザ
・
ゅ
う
マ
内
容

講
演
「
自

分
ら
し
〈
生
き
る
た
め
に
」
マ
講

師
韮
封
県
地
域
開
婆
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
-

持
悶
査
さ
ん

お知らせ上
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
筒
習
会
へ

上回
宮市ファミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
務
周
(
包
囲
幻・

3
0
1
8
)

子
育
て
に
役
立
つ
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

マ
と
き

・
内
容

右
下
衰
の
と
お

り

マ

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
マ
拳
加
料

無

料

マ

申

」
砕
申

襲
咽
で
上
面
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
-

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ

他

託
児
有
り

マ
そ
の

L 

と き 内 容

1月3D日 ファミリ ・サポ 卜の説明、
附 子どもの遊び

1月31日 デャイルドシ トの着主用、
闘 サ7・リーダーとの 流主

2月出4日 干子どどもものの食身事体の・健尭鹿遣管と理病寛、

2月5日 子点どものむの・尭子遣どともそのの世問話題
刷 、保育町'L'

-
程回会盟国m
 

• 
-
会
員
を
募
集
し
ま
す

地
域
の
み
ん
な
で
子
育
て
を
支
援

し
て
い
こ
う
と
、
「
依
頼
全
員
」
「
提

供
会
貝
」
「
両
方
会
員
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

マ
対
象

①
依
頼
全
員
(
子
育
て

四
援
助
を
畳
け
た
い
か
た
)
市
内

在
住
か
在
勤
の
、
お
お
む
ね
生
桂
3

か
月
か
ら
ロ
歳
ま
で
由
子
ど
も
の
保

護
者
②
提
供
会
員
(
子
育
て
の
援

助
が
で
き
る
か
た
)
市
内
在
住
で
、

子
ど
も
を
自
宅
で
預
か
れ
る
か
た
。

乳
幼
児
や
児
童
の
保
育
に
熱
意
の
あ

る
か
た
③
両
方
会
員
依
頼
岳
民

・

提
供
会
員
、
両
方
に
該
当
す
る
か
た

マ

料

金

月

1
金
曜
日
〔
祝
日
・

年
末
年
始
除
く
)
午
前
7
時
か
ら
午

後
7
時
ま
で
は
、

1
時
間
6
0
0
可

こ
れ
以
外
白
時
聞
は
、
-
時
間
7
0

0
円
。
な
お
、
入
金
金
・
年
会
費
は

無

料

マ

問
い
合
わ
せ
憂
付
時
間

月
1
壷
昭
日
午
前
9
時

1
午
後
4
時

[ 6] 

話開催時間"午後智略3掛から3崎持分まで。

1丘1.16

.2月の粗大ごみ回収日
2月15日出…クリーンセンター駐車栂
囲収時聞は午前10時~正午.処理費用〈実費)がかかります。



の相談

談律相
(予狗刷) 納期限1月31日(;t).

・山 県民視 4WI
・国民俗雌保険税 7期I

便利で確実な口座振替のご利用を

上
田
市
変
通
運
槍
対
鍍
会
園
田

委
員
を
公
事
し
ま
す

曹
理
組
障
(
宮
田

E
5
・B
2
5
)

マ
応
募
資
格

市
内
在
住
の
加
歳

以
上
布
歳
以
下
の
か
た
(
公
募
白
方

法
に
よ
り
審
議
会
へ
書
画
で
き
る
申

は、

一
人

1
審
鍍
金
ま
で
)

マ
募

集
人
員

5
名

マ

応
裏
方
法

所

定
白
申
込
轡

(管
理
課
に
あ
り
ま
す
)

に

「
こ
れ
か
ら
の
電
車
、
パ
ス
等
公

共
交
通
岨
世
間
を
考
え
る
」
と
題
し
た

レ
ポ
ー
ト

(8
0
0字
以
内

・
書
式

自
由
)
を
添
え
て
、
管
理
聴
に
拠
出

マ
締
め
切
り

l
月

出

日

働

マ

審
援
会
の
内
容

市
内
の
公
共
交
通

機
関
の
あ
り
万
に
つ
い
て
調
査

・
研

市

書
官

22 

i ト百蚕雇画面
i 1戸 哩塑益立塑1
o I 児童保育課
o I (箇1!Jm
人雇同記詞語雇
(包直通23.5393)
雇重要扇言語
1杢庁J垂2墜1
よ回市橋祉会鎗

受付は

生活環続課
(本庁舎1階)

毎週月~金曜日
9 :00-16氾O

毎週月-金蝿日
9 :00-16曲
毎週月~金曜日
9 :00-16氾0
2月6日出

人骨悩のごと相談 13凹叶63
・地問鱈相談守21Z日
行政相桜 2月10日開

10:00......15:00 
吾直角二一金曜日

山配ごと相鮫 9 :00-16:00 

律相験 2月15自国
笠型止 10埋0-正'f
童相談 毎週土曙日

13:30.......15:30 
毎週水曜日 | 
10氾0......15つ00
毎月擁2土壇日 l
10;00.....12:00 I 

律相忌 2両11181即マ
〈予約制 13:30-15:00

毎週月~金晦日
保険年金相鮫 9氾0......16氾O

信 2月208開
鮫 10:00......16:00

毎週月~金曙B
8 :30......17:00 

干土ム福祉飽瞳会
(C27・8080)

量た

児

霊長相子母

究
を
行
い
、
市
内
の
パ
ス

・
別
所
線

由
連
行
方
法
等
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
た
だ
き

ま

す

マ

任
期

2
月
か

ら
、
審
議
会
終
了
ま
で
(
平
成
時
年

度
中
)

マ
そ
の
他

レ
ポ
ー
ト
と

面
接
に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
すよ

田
駅
お
場
口
の
盤
備
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を

市
街
地
護
側
観
上
田
駅
胸
辺

aa胃
液
総
事
務
所

(
宮
田

・
3
4
3
2ノ
圃

n・
3
a

・73
}

(問
会
亘
呈
ヨ

gaw是
eE
白
一

z
g
g
E

現
在
、
上
田
駅
お
城
口
で
は
市
街

地
再
開
発
事
業
で
、
再
開
発
ピ
ル
ゃ
、

街
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

社企福祉惚酒会
(D22・3082)

上田商工会議所
(D22・"凹)

毎遷月~金晴自
9 :00......16:00 

鍛

高齢者随築相桜

保育 ・子育て網麟
t・E梱齢、

相婚結

保育 ー子育て相敏 毎週月 ・火略目
f面盤網観) 9 :00......16:00 

再
開
発
ピ
ル
は
、

l
自

I
街
区
ピ

ル
(
駅
正
面
左
側
)
と
、
ー
の

2
街

区
ピ
ル
(
駅
正
面
右
側
〉
の
鉄
骨
組

み
立
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

l
月
末
に
は

2
植
の
ピ
ル
が
聾
を
現

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
内
に
は
、
残
り
の

2
街
区

ピ
ル

(立
体
駐
車
場
)
と
、

3
街
区

ビ
ル
〔
商
草
施
設
)
の
工
事
に
も
暗

手
す
る
予
定
で
、

u月
末
に
再
開
発

ピ
ル

4
棟
全
て
由
工
耶
を
完
了
さ
せ
、

ロ
月
白
ピ
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
お
械
口
広
場
内
で
も
、
広

場
と
再
開
発
ピ
ル
を
つ
な
ぐ
ぺ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
工
事
ゃ
、
広
場
の

造
成
工
事
に
本
格
的
に
着
手
し
ま
す

が
、
工
事
範
囲
が
広
場
全
体
に
お
よ

ぶ
た
め
広
場
由
利
用
を
一
部
制
限
し

な
が
ら
順
次
工
事
を
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
来
年
3
月
に
は
、
街

路
や
広
場
の
す
べ
て
の
整
備
を
完
了

さ
せ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
は
、
お
城
口

広
場
内
や
周
辺
道
路
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
駅
へ
の
送
迎
噂
の
自

動
車
に
つ
い
て
は
温
泉
口
広
場
を
ど

利
用
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
ご
理

解

・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

堕
帽
に
伴
う
ご
意
見

・
ご
質
問
は、

市
街
地
鞍
蹄
課
上
田
駅
周
辺
艶
備
現

地
事
務
所
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

マ
す
べ
り
台

マ
だ

っ
こ
ひ
も

マ
ブ
ラ
ン

コ

マ
歩
行
器

マ

ね
ん
ね
こ

マ

マ
ッ
サ
ー
ジ
機

マ
ワ
ー
プ
ロ

マ
ソ

フ
ァ
ー
ベ
ッ

ド

マ
ス
キ
!
靴

マ
ス
キ
!
甑

マ
剣
道
白
竹
万

マ
ウ
ォ

1
キ

ン
グ
マ
シ
ン

マ
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー

ド
レ
ス

マ
灯
油
タ
ン
ク

V
置

時
計

マ
座
い
す

マ
芋
生
服

マ
こ
た
つ
布
団
マ
ロ
ン
グ
プ
l

y

マ
動
物
の
ぬ
い
〈
る
み

マ

漬
物
ケ

I
ス

マ
マ
マ
コ

l
ト

マ
ハ
イ

ロ

!

チ
ェ
ア

マ
ベ
ビ
!
ベ

ッ
ド

マ

ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン

マ
ふ
と
ん
乾

燥
峨

マ
電
子
レ
ン
ジ

マ

自

転

車

マ
一
輪
車

マ
整
理
だ
ん
す

マ
英
語
教
材

(幼
児
用
)

マ

ル
1
ム
ラ
ン
ナ
ー

マ
卓
尊
台

マ
高
齢
者
用
手
押
し
車

マ
聴
い

す

マ
昆
虫
図
鑑

マ
単
上
ミ
ン

ン

2 ~ 1日出 ツルヤ大屋宿.マツヤよ図后
2月8日出 西友敬和腐、西友三好町底、Aコープコア溜図底
2月"日出 マツヤよ闘インター底やおふ〈よ姻庭
2月盟国出 νャスコよ図信、しおだ野ショヲ ピングセンター

-ウィークエンドリサイクル2月の日程
回収嶋聞隠午前10時ω正午 {嶋田隆'1f).
..のぴん、缶、古紙、古布が出せます.1丘1.16[7] 



十i
第49圃文化財防火号ー
1月26日は、昭和24年に法隆寺金堂の火災で日

本軍古の壁画が焼損した日にあたります。また、

この時期は火災が事いことから、火災によって二

度と貴重立文化財を失うことのないよう昭和30年

にこの日を「文化財防火デ 」と定的、全国的に

文化財に対する保護憲識の高揚を図り立がら現在

に至っています。

上田市には国宝や重要文化財主ど憧れた文化財

が数多くあり、文化財の宝庫と言われています。

毎年この 1月26日近辺に文化財への立入検査な

どを実施し、「文化財防火運動」の推進を図って

います。

貴重な文化財を火災などの災害から守り、子ど

もや孫たちに贈り物として引き継いでいか立けれ

ばなりません。

そのためには、 人ひとりが文化財に対して深

い理解と愛護の心在費い、文化財在大切にする習

慣を身につけましょう。

市
県
民
税
の
申
告
が

始
ま
り
ま
す

税
務
寓
(
宮
田

5
1
'
S
)

市
県
民
税
の
申
告
畳
付
は
、

2
月

日
日
聞
か
ら
3
舟
口
日
開
ま
で
(
土
・

日
を
除
く
)
上
田
市
民
会
館
と
出
張

会
場
で
行
い
ま
す
。

出
張
会
場
由
場
所
等
、
詳
し
く
は

2
月
上
旬
に
お
配
り
す
る
「
平
成
同

年
度
市
・
県
民
税
申
告
の
手
引
き
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
白
支
払

額
を
申
告
書
に
暫
く
場
合
は
、
領
収

容
や
通
帳
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
支
払

額
が
不
明
白
場
合
は
、
小
諸
社
会
保

険
事
務
所
(
古

0
2
6
7
・

m
-
-

〆

い 0。B
O 
) 

問
い
合
わ
せ

消
防
部
予
防
課

(
2
m
・0
0
2
9
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

書聖
ト11富
ilR君

給
与
所
得
者
白
書
く
の
か
た
は
、

年
末
開
堕
で
所
得
税
の
精
算
が
さ
れ

る
た
め
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
回
よ
う
な
m
窓
口
は
確

定
申
告
を
す
る
と
、
源
泉
世
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ム
を
、
住
宅
借
入
金
な

ど
で
取
得

-m改
築
等
を
し
た
場

企
ロ

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

③
災
害
や
磁
難
に
あ
っ
た
場
合

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し

て
い
な
い
場
合

ま
た
、
次
白
日
程
で
各
帯
説
明
会

や
相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
上
回
説
務
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
を
。

-
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
関
係
の

説
明
金

開催時間

[上田・東部 .je埴会場]
午後1時3田守

午後3陣30分
(豊付は午後1時-)

上田創造館

軍部町
勤労者会盟

説明会場

2月4自国
2月5口刷

2月8日嗣

開盤日

t 

[丸子会場]
午前10時~正午

笹村I~、午前 9 時3帥-)

丸子町
文化童館2月7日闘

更植市誼所
講堂

2月10日間

[8] 

-
税
理
士
会
上
回
支
部
が
行
う
無
料

還
付
相
談
会

マ
と
き

2
月
3
日
四
1
3月
日

日
開
(
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
)

午
前
9
時
1
午
佳
4
時
(
正
午
1
午

桂
1
時
を
除
く
。
畳
付
は
午
桂
3
時

ま
で
〕

マ
と
こ
ろ
上
回
市
民
会

館
会
議
室

-
所
得
額
の
出
な
い
申
告
書
に
つ
い

て税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書

で
あ
っ
て
も
、
計
算
の
結
果
税
額
が

0
白
申
告
替
に
つ
い
て
は
、
申
告
義

務
が
生
じ
な
い
た
め
、
税
務
署
に
拠

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

15.1.16 

お
気
軽
に
ご
相
骸
く
だ
さ
い

暮
ら
し
の
中
町
悩
み
ご
と
相
殴
所

星
野
地
方
洛
務
局
よ
図
支
局
(
宮
田

・
2
0
0
1
)

日
ご
ろ
お
困
り
白
悩
み
に
つ
い
て
、

女
性
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

l
月
白
日
幽
午
後
l
時

1
4
時

マ

と
こ
ろ

リ
ヴ
ィ
ン
上

回
底
地
下
1
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ

レ

ッ

ジ

マ
相
談
内
容

「
女
性
に

対
す
る
畢
力
や
セ
ク
ハ
ラ
・
性
差
別

な
ど
の
女
性
に
関
す
る
悩
み
-
」
と
」
、

「夫
婦
・
親
子
・
相
続
な
ど
家
庭
内

に
お
け
る
悩
み
ご
と
」、
「
い
じ
め
・

体
罰
な
ど
子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
ご

と
」
な
と

7
相
談
料

無
料



午前10時30分

午前11時30分

閣時

絵本入門講座[読み聞かせ編]受講生募集
歪亘蚕豆豆互璽草

本と子どもたちをつなげる [読み聞かせ]をやって ・日程等

みませんか。子どもたちに続み聞かせる本の選び方、 E 日1主
脱み方などを学ぶ講座です。 I2月5日嗣
c>日程 右査のとおり bところ 市立図書館c>I 2月12日刷
購師 山浦美幸さん b定員 20名(先着順) c>申 I2月19日嗣
し込み 1月23日同から電話または直接図曹館へ I 2月258帥

教育

、

'・

3

7
と
こ
ろ

市
立
図
轡
館
2
階

e
dミ

大
会
機
室

マ
謂
師

小
林
是
摘
さ

ん
〔
早
稲
田
大
学
講
師
、
生
涯
学
習

者
ネ
y
ト
ワ
l
ク
「
ま
な
び
っ
と
ー

や
ま
な
し」

代
表
、
生
涯
学
習
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
)

マ
演
題

地
域
N
P

O
に
よ
る
情
報
活
用
と
図
書
館

マ

嘗
加
料

稿
料

守
そ
の
他

当
日

は
、
時
間
ま
で
に
会
場
に
お
い
で
く

だ
さ
い

市
立
図
・
餓

(8
2

0
8
8
0
)

l
月
初
日
脚
午
睡
2
時

開
潰
舎
と

市
民
フ
才
l
ラ
ム

マ
と
き1月24聞事掌犠給食記念日です

戦後、学校給食が再開された日を記念して、

います。この機会に、学校給量の意義や役割、

について改めて考えてほしいものです。

毎日を健康で、生き生きと生活するためには、食事 ・運動・体養の調和の

とれた生活習慣を身につける必要があります。

学校給食は、今、子どもたちの心身ともに健やかな成畏を願って実施され

ています。また、健康教育の一環として、地域や家庭と連携し、子どもたち

が生涯を通じて健康な生活を送ることができるような力を費うための重要主

役割も担っています。

学校給量記念日が設けられて

貴事の大切さや感謝のむなど

学校給食標語コンクール入選作品の紹介

第一学校給食センターでは、毎年、畠中学校の給量週間中に標語を募集し、

コンク ルを実施しています。

今年度の入選作品をご紹介します。

平成14年度学校給食標語コンクール入賞作品

中

中

中

中

中

塩田中

中

五

一』

ノ、

四

[9) 15.1.16 



皆さんの学習のお手伝いをする「出前ときめきのまち情亜Jr彦、市在所の仕事を、市
民の皆さんか知りたい./111きたいと思う内容について、 82のブロクラムに分りて用意し

ています。5人以上の団体・ グループでお申し込みをいただいておりますが、希望内容

がブロタラムに在し鴨署古でも、相般に応じています。

前座利用者のアンケートでも、「わかり易く有意輯B摘座で学習活動に役に立った」

とありました。利用方法については、「広報うえだJ6月16日号または上田市町ホーム
ベ ジをご覧いただくか、生涯学習楳へ直撞お問い合わせください。今年度の申し込み
の主なプログラムは、 「市町村合併について」、「上田市町環機問題」、「男と女 よりよ

いパートナ関帳を求めてJa;よび「命由学組」などです。

利用しませんか

f出前ときめきのまち思釦

生涯学習楳(宮23・5102)

!i 信酒
国
分
寺
資
料
館
{
倉
田
・
8
7
0
8
}

信
濃
凶
分
寺
貰
料
館
で
は
、
特
別

展

「新
春
蘇
民
将
来
符
展
」
を
開
悩

し
て
い
ま
す
。
日
揖
国
分
寺
白
八
目

立
融
H
で
頒
布
さ
れ
た
、
江
戸
時
代

か
ら
現
在
ま
で
の
蘇
民
将
来
符
や
全

国
各
地
の
謹
符
が
事
世
M

暗示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
信
撞
国
分
寺
所
蔵

で
、
上
岡
市
指
定
文
化
財
の

「八
日

堂
縁
日
間
」
(
江
戸
時
代
)、
「牛
頭

天
王
之
祭
文
」

(室
町
時
代
)
も
特

別
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
ロ

市
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は

捕
料
で
観
賞
で
き
ま
す
由
で
、
こ
由

機
会
に
ぜ
ひ
ご
観
監
く
だ
さ
い
ロ

マ
開
催
期
間
聞
協
中
3
2
月
2

日
間
午
前
8
時
犯
八
万
'・3
午
桂
5
時

(
水
曜
日
休
薗
)
マ
入
館
科
大

人
2
5
0
円

-
-
平
成
刊
年
度
家
庭
の
日
の

-
一
作
文
優
秀
作
品
よ
り

1丘1.16[101 

ぼ
く
の
兄
ち
ゃ
ん

て
い
る
と
き
巴
立
い

E
り
す
る
こ
と
老
れ
る
.
涜
酒
、
制
翠
‘
注
置
・
ま
定
ま

あ
る
け
と
、
馬
百
走
り
出
す
と
巴
己
巴
尼
あ
る
・
E
け
と
、
憧
と
き

E
5
‘

Z
し
ま
す
.

「
あ
れ
圃
っ
て
。
」
「
と
つ
訂
行
こ
う
・」

省
君
は
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体育課[fml・~ I

同問市民総合体育大会開催 E 
.スキー大会

1>とき 2月16日間午前9時-9時30分畳付、 10時

30分競技開始 1>ところ 菅平ホワイトダボスオオマ

ツスキー場 b対象市内在住 ・在勤・在学の一般男
女(中学生以下白場合は保護者の車諾が必要となりま

す) 1>部門 Ci)50才以上白部 ②35才以上50才未満

由部 ③高校生以上35才未満の部④中学生白部 ⑤ 

小学生高学年白部⑤小芋生低学年の部記、各到主J.lIJ。

年齢は平成15年2月16日の満年齢です 1>競技方法

大回転・部門別タイムレース(部門によりスタート位

世が変わります) 1>表彰各部門上位3位までにメ

ダル・賀状を、参加者全貝に書加工Iをお渡しします
1>参加料 高校生以上2.000円、中学生以下1.000円

1>申し込み 害加料を添えてl月31日働までに体育課

または、プレスト、 上回スタ 商会、ホ ムラン立運

動具庖へ

.一輪車大会

bとき 3月2日(日午桂l時-1時30分受付、 l時

40分競技開始1>ところ 市民体育館 1>対象市内

在住・在勤・在学の小学生I年生~一般男女 b種目・
部門 Ci)50mスプリント ②100mスプリノ卜 ③30 

mスラロ ム(いずれも男女共通とし、小・中学生各

学年、一般白部に分かれてタイムを競います) 1>表

彰各種目白部門別に上位3位まで表彰します 1>参

加料 1人300円(桜数申し込み可) 1>申し込み

申込害(体育諜にめります〕 ι&，、要事項を記入し、 1

月20日目)-2月21日幽に参加料を添えて体育課へ b 
その他 書加者は必ず一輪車をお持ちください

|第iIlI図上田市少年サッカー大会開催目

bとき 3月21日制 ・同22日出 bところ 古戦場
事目的グラウノド、南小学校グラウンド b競技方法
8人制サッカー・トーナメント戦 1>部門 ①商学

年の部 ②低学年の部(いずれも男女混合可) ③女

子の部 b参加料 3.000円 1>申し込み l月初日
明-2月25日聞に宰加料を添えて体育課へ 1>その他

監督会議を3月10日間)午桂7時から教育委員会2階

会議室で行いますので出席してください(詳しくは各

地区育成会長さんに開催要項を送付します白でご置く

ださい)

|体育指導委員を募集します E 
体育指導委員として上田市のスポーツを考え、スポー

自宅がキャンパス/放送大学の
平成15年度第一学期学生募集
放送大学長野学習センター (宮0266・58・233幻

血道大芋は、テレビとラジオの放送授業を中心に自

宅で芋べる正規由大学です。

生涯学習を目的に短期間在学し、興味のある科目を

学習することもできます。

1>募集する学生 全科履1車生 (大学卒業コ ス)、

選科履植生(1年間在宇コース)、科目履檀生 (6か

月在学コース)、大学院修士科目生 (6か月在学コ

ス)1>授犠開始 4月 1B 1>視聴方法 スカイパー

フェク TVまたは再送信している各地白ケープルテレ

ビによります 1>資料の購求 (無料送寸) 放送大学

長野学習センター(愚392.0004諏訪市諏訪1.6 . 1ス

ワプラザピル4階) 1>出願締め切り 2月28日幽

ツ振興の推進役(コーディネーター)として意欲的に

取り組んでいただけるかたを募集します。 I( 
b名称及び身分 上田市体育指導委員、上田市教育
委員会が嘱託する委員 b任期 平成15年4月 l日~
平成17年3月31日 b対量 市内に在住し、平日 ・休
日の活動が可能な18歳以上 (高校生は除く)のかた

1>申し込み 所定白申込管(体育課にあります)に而

談希望日等必要事項を記入し、 2月14日幽までに体育
課へ。なお、他薦での申し込みは、必ず本人の承諾を

得てください bその他 選考は公民館からの推薦者
も含め各公民館5人となるように行います。詳しくは

体育課へお問い合わせください

|平成rnl年度学校体育施設開放 11 

i利用団体の登録を受け付けます 11 

上田市では、社会体育の普及・娠興を図るため、学

校白体育施設を一般に開放しています。 1年ごとに利

用団体白畳録が必要になりますので、利用を希望され

る場合はお申し込みください。

1>利用できる施設 ・期間 下表のとおり b対象団

体 市内在住・在勤・在芋のかたで組織された、成人

目指導者白いる団体 b登録方法 所定白畳録用紙

(体育課にあります)に必要事項を記入し、 2月14日

幽までに体育課へ(郵送白場合必着) 1>その他 3 

月に畳揖団体による日程調整会議を行いますので代表

者は必ず出席してください

体育館

型EZZゑ控盈
市内小中学校
h内線下小学校は校舎己負第工
事のため団体登録はでき
ません

空事問(日咽 祝日及び
年末年始'"除くM

4 月 1 臼 ~7 月 31 日は

午後 6 跨30分 ~9 時
8 月 1 日 ~3月31 臼は

午後 e 崎~9 跨

事何できる期間

辺

用
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5月1B~10月 31 日

午後 8 跨30分 ~9 持
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保健ガイド

.r痴ほう」についての相談会
bとき 2月5日刷午佳 1時10分-5時 bところ

市役所南庁舎 I階高齢者介護課 b定員若干名
1>相鍛担当 堀内静子さん(グループホーム「せせら

ぎ」 ・看護相談室 「せせらぎ」代器、元同立小諸蝶聾

所痴ほう性老人柄輔副婦長) 1>申し込み 電話で高

齢者介護課(百23・5140)へ

・寝たきり・痴ほうのかたを

支える家族の会
bとき 2月7日幽午前10時30分~午佳3時30分
bところ 上回創造館 b内容 血圧測定・個別相談・
「痴ほうについて」講演会 ・ふれあいランチの試金 ・

介護教室「排離の援助」など b申し込み 電話で苅
齢者介護課(%i23・5140)へ

-精神家族教室にご参加を
現代社会のストレスや人間関蝿から、心の痛気にな

り悩んでいるかたが増えています。回復するためには、

ごま按の適切な対応が必要となります。そこで、ごま

肱のかたを対量にした家族教室を1mきます。
1>とき l月23日仰午桂2時-5時1>ところ 晦ID

公民館 1>内容 懇談、助言、講jjjlr心を病む人を支

えるための寧飯田役割J(講師・・・千山荘病院精神科医

市民プラザ・ゅう
女性総合相談窓口のご案内
あなたの悩みや1問題をゆっくりお聞きL、共に受
けとめ、心白監理由お手伝いをして、解決6むための

-1'を踏み出す応授をしています。

間っていることがありましたら、どんなことでも

お気軽にご相談ください。

b相畿日時 月雌日~土曜日午前9時~午桂9時

(土晦日は午桂5時まで) 1>相麟専用電話 ft27・

3123 1>問い合わせ 市民プラザ・ゅう(材ホ町i

2 -2・ft27・2988)へ
・宜性弁瞳士による法律相畿(要予約)

女性白弁護土による法律相談を開慌しています。

相談時間は一人30分以内で、相談は無料です。

1>相厳日時 毎月第4木曜日午前10時~正午

.専任相桜員による相鍛

1>相駁日時 制週火 ・木明日午佳2時-9時(受付
は午後8時まで)、第2・4土曜rrは午前10時~午
佳5時(畳付は午桂4時まで)

G D E U 

と'"
師 鵠岡元去さん 1>申し込み 世話で上凹保信所保

健予防諜(%i25・7149)へ

園自然の香りを楽しむ会

むと体申健康維持と向上回ために、棄しみながら構

理なく書加できる教室です。今回は、風邪の予防のた

め、ハープを使ったうがし、の効川をお話しします。

bとき 2月7日(謝午前10時~正午1>ところ 中

央公民館 b講師長野県草草指導員 ・小林あきさん
b定員先，;'130名 b豊島加料輯軒 1>申し込み

電話で国保年金課(宮23・5118)へ
ーーーーーー..・ーーーーー ーーー・ーーーー ーーー・ーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー

2月の現幼児健康It置・敏章

1>壷付時間①担幼児健康酷ft<4か月児 ・1甜6
か月児 ・3;健児) 午桂 l時-1時45分 ②2棋児教 i
軍午後 1B.，-1時15分[①、②とも午桂零時3C分以 !
前の畳('1はできません] 1>持ち物 ①乳幼児健康診 !
査母子健雌手帳、健康器査罷(赤ちゃん手般の中に i
ありますので配入してお持ちくださL、。 3歳児は祖力・.
聴力検査を実施して、記入してくださ")、パスタオ

ル、おむつ、歯プラソ(J揖6か月児)，3歳児は、尿
検査の容器をお通りしますので、お持ちください ② 

2描児教宣 母子健康手帳、おたずね用紙、歯ブラシ、

コップ、おやつ代(実費}、おやつ周はし・フォークな

どとおJIIl 1>聞い古わせ 健雌推進課(宮23・8244)

・保健セン9ー (市役所南貯書2階)

4か月

1歳6か月

3 歳

2歳児教童

・塩田母子健康センター{温図・fII酉亀匡のかたのみ}

1 4か月 2月4日 14.9.16-10.15 

・JII酉社会福祉tン~- (泊田川西地Eのかたのみ}

町
一

11.12.1 -12. 1 .31 
市計で石.31

業塩図 ・川西地区の 1餓6か月宛健訟は3月に行います.

-個別10か月児健診(市内申霊髭匡11樋閲)

1個別10か月 12月1日-28日 14.3.16.......4 .15 

※10か月見健惨は、 市内の吾氏医療機聞で行うことにな
りました.なお、対象者には個別に通知します.隣し
くは、健康推進限までお辱ねください.

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー............. ... ...... . 

1五1.16[12]



スキー技術の習得と集団生活の体験を

上田市小学生初・中級者スキ
1月4白出から6日間)までの3

日間、峰の原高原スキー場で上田

市小学生初・中級者スキ教室を

開催しました。小学校 6~写生を対

象にした教室で、 93人の参加者は、

授能別に分かれて、上回スキーヲ

ラブのかたに指導してもらいまし

た。

この教室は、スキー用具に関す

る知識、斜面に応じた滑り方、ス

キー場でのマナ-(J:ど、スキーの

基本技術を学び、 また集団生活を

体験することにより、規則正しい

生活と、他人の立場を尊重し友情

を深めることBどを目的に、毎年
寄体みの期間に実施しているもの

です。

参加した皆さんは、スキー控能

が向上しただけで立く新しい友だ

ちもでき、充実した教室に在りま

した。

(13] 1丘1.16
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日
月
幻
自

由
、
小
中
学

校
の
P
T
A

世
良
を
対
量

に
、
恒
例
と

な
っ
た

「井

戸
端
会
議
」

が
第
一
ー
中
学

校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

曲
人
以
上
の

保
護
者
が
書

加
さ
れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
体
と
心
を
ほ

ぐ
し
た
雄
、

4
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

「完
全
学
校
週

5
日
制
い
ろ
い
ろ
検
証
」
と

題
し
た
第
三
分
科
会
で
は
、
当
初
の
否
定
的
な

意
見
か
ら
、
こ
の
制
度
を
受
け
入
れ
し
か
も
前

向
き
に
と
ら
え
る
し
か
な
い
と
い
う
現
主
由
な

か
で
、
保
護
者
・
地
域
・
学
校
及
び
行
政
が
ど

の
よ
う
に
協
均
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
に
つ

い
て
、
実
勺
込
ん
だ
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し

.、
。
f
 こ
の
他
に
閲
値
さ
れ
た
の
は
、

「
こ
こ
が
変

だ
よ
P
T
A」
、「
P
T
A
活
動
へ
の
期
待
と
や

る
気
」
、
「
私
も
や
る
が
行
政
へ
の
要
望
も
あ
る
」

白
各
分
科
会
で
す
。

害
加
者
の
感
仰
の
多
く
は
、
気
安
い
雰
囲
気

申
中
で
本
当
に
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
井
戸
端
会
嫌

が
で
き
た
と
好
僻
で
し
た
。

ロ
月
5
日
同
夜
、
ほ
と
ん
ど
の
小
中
学
校
か

ら
約
岨
人
由
理
種
者
が
書
加
さ
れ
、
先
の

「井

戸
端
会
議
」
に
お
い
て
意
見
交
換
さ
れ
た
内
容

を
た
た
き
台
と
し
て
5
人
の
教
育
岳
民
と
の
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

不
畳
校
や
問
題
行
動
、
ま
た
、
学
力
低
下
へ

の
不
安
な
と
の
質
問
に
つ
い
て
対
応
策
等
由
説

明
が
あ
っ
た
後
、
双
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
視
古

か
ら
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

P
T
A
役
員
か
ら
は
、

「
子
ど
も
の
ラ
ン
ド

セ
ル
を
附
け
な
い
保
護
者
が
い
る
。
行
政
や
学

校
が
い
く
ら
連
絡
し
て
も
家
庭
に
周
か
な
い
現

状
が
あ
る
」
と
い
っ
た
発
官
の

一
方、

「
子
ど

も
た
ち
は
学
校
で
は
光
っ
て
い
る
。
大
人
が
賦

さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
お
こ
が
れ
る
親

ほ
ゐ
ご
令

や
教
師
に
な
ら
ね
ば
」
、
「
た
と
え
司
甑
童
杭
さ

ん
の
経
験
の
な
い
先
生
に
は
、
地
域
由
連
人
が

い
く
ら
で
も
教
え
て
あ
げ
る
」
と
積
極
的
な
置

比
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
蛋
此
か
ら
は
、

「
体
験
活
動
も

一
過
性

の
も
の
が
書
く
、
次
の
展
開
や
継
続
性
の
あ
る

も
の
が
欲
し
い
。
地
域
づ
く
り
に
子
ど
も
た
ち

の
意
見
も
取
り
入
れ
て
」
、
「
P
T
A
世
代
田
却

i
拍
代
白
人
に
地
域
づ
く
り
を
呼
び
か
け
て
も

腰
が
引
げ
て
い
る
。
義
務
と
責
任
を
果
た
し
て

積
極
的
に
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
」
、

「家
庭
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
れ
た
い
。
家
庭

が
い
っ
ぱ
い
聾
ま
勺
て
地
域
に
な
り
、
そ
れ
が

教
育
力
に
な
る
」
、
「
地
域
の
力
を
惜
り
る
こ
と

( 

1宮康面E普講座
脅さんは、健躍についての正しい知幽はお持ちですかワ

今回は、さまざまな角度から、健躍について学んでみたい

と思います。世康で幸せな生活を通るため、皆さんもいうしょ

に学習しましaうH

1>日程等下査のとおり (時間は午睡1時30分-3時)

1>ところ 中央公民曲第一会環宣ほか

1>定員 20名(先着順)
1>畳情料 400円
1>申し込み 畳講料を酷えて中央公民曲へ(電暗での受け付

けもしますが、佳日畳珊料をお持ちくださも、)

1>問い合わせ 中央公民曲 ("22・076ω

・日程.
I B 複

に
よ
り
学
校
と
地
域
が
接
近
し
、
こ
れ
が
聞
か

れ
た
学
校
づ
く
り
に
通
じ
る
」
な
ど
、

P
T
A

世
代
に
期
待
す
る
尭
吉
が
あ
り
ま
し
た
。

最
桂
は
、

P
T
A
、
教
育
委
員
と
も
に
懇
談

会
的
継
続

を
望
み
、

子
育
て
、

芋
校
教
育
、

地
域
づ
く

り
等
に
つ

い
て

E
い

に
働
き
か

け
て
い
く

こ
と
を
約

束
し
ま
し

た
。

U 

倒)信州学生協会信濃寮

平成15年度入寮者募集
同 l 健康な住まい環規 | 深町千樽さん

1月初日剛 ~空気・日いのお億-k上回酎肺錨酎ンタ-!UI

師語申
告向習学

星野美和さん
(栄養士}

凶 健康と食材2月7日後H
町~主食について考える~

小田切博さん
(上回薬剤師会)

iI3薬の正しい使い方2月13日開

(レクリヱ-C/ョンコーディ
ネーター ・湯体締)

1丘1.16(141

2月26日刷肩こり蟹翁解消体樋

1>所在地東京都小金井市東町3-17-43 1>対車

今年首都圏の4年制大学 4年制専門学世入学予定

の県内高位出身者 (男子) 1>事聾人数 20名 1>入
寮壷 4万円 1>療費(生活費) 4万円程度 (部屋

代、朝・タ宣代のほか、光熱水費等共用世すべてを含

む) 1>申し込み 所定の入車願書に必要省類を添え

て、惜漉望書までお通りください

惜州学生協会信章聾("倒22・32・5479)



教
育
委
員
会
の

勤

き

-
ロ
月
定
例
会

問
月
5
日
間
開
曜
し
た
ロ
月
定

例
会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

審
議
事
項

一

上

田

市
指
定
文
化
財
「
十
奈
良

尾
石
造
事
重
塔
」
及
び
「
活
文

禅
師
遺
跡
〔
岩
門
大
目
堂
跡
ど

の
現
状
変
更
に
つ
い
て

一
部
破
損
し
た
奈
良
尾
石
造

事
霊
塔
の
復
元
及
び
活
文
禅
締

遺
跡
内
に
所
在
す
る
岩
門
公
民

館
の
下
水
管
瞳
設
に
つ
い
て
審

議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

ニ
よ
田
市
指
定
文
化
財
指
定
申

請
に
つ
い
て

上
田
市
立
博
物
館
で
所
有
す

e
uゐ
-et
れー、。，，ム

る
「
祇
園
祭
礼
扉
風
」
の
上
田

市
指
定
文
化
財
へ
の
指
定
に
つ

い
て
審
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

三
成
人
式
に
つ
い
て

平
成
時
年
成
人
式
の
運
営
等

に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
し
ま

し
た
。

-芸会に 12 
定よ我2月
日例る聾，21
の会退忠2日
任に任夫創出
命おに韓関
案い伴宵時
がてい長 会
問、、の

意轟n2任
さ);，:::月期
れ和2市満
、教議了

O 

ロ
月
時
日
に
幻
日
付
で
市
長
か
ら

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
ロ
月
担
日
出
、

臨
時
金
を
開
催
し
、
教
育
長
に
森

大
和
委
且
を
任
命
し
ま
し
た
(
任

期
は
平
成
同
年
ロ
月
初
日
ま
で
)

2
tえ
い

、

ま
た
、
委
員
長
に
宮
島
江
以
子

委
員
を
、
委
且
長
職
務
代
理
者
に

し
ゐ
ず
抗
《

U

清
水
卓
爾
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

森
大
和
教
育
長
略
歴

森
大
和

(

も

り

や
ま
と)。

前
学
校
法
人
信
学
会
上
回
南
幼

稚
園
長
。
須
坂
東
高
等
学
校
長
、

上
田
染
谷
丘
高
等
学
校
長
在
ど
を

歴
任
。
位
歳
。
下
本
郷
在
住
。

宮島江以子

車爾

智子

尭敏

大和

安井

清水

塩入

京

本木

.教育委員ヂ~峰神

長

委員長
職務代理者

員

員

長

E 

員

育

委

委

委

教
Lー

月
前
教
育
長
我
聾
忠
夫
さ
ん
が
、

u

m日
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

我
聾
前
教
育
長
は
、
平
成
9
年
4

か
ら
教
育
長
と
し
て
上
田
市
の
教

行
政
由
推
進
に
大
変
』
」
尽
力
を
い

だ
き
ま
し
た
。

長
い
問
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

た育月

『上田市誌』

編さんだより⑩

600年前の信濃園
の大合戦を記した
『大塔物語』

今
か
ら

6
0
0年
前
の
室
町
時
代

:i 

初
期
応
永
7
年

(
1
4
0
0
)
に、

現
在
の
長
野
市
篠
ノ
井
西
方
で
、
信

謹
白
守
護
(
幕
府
か
ら
任
命
さ
れ
、

武
士
を
取
り
締
ま
る
最
高
責
任
者
)

小
笠
原
長
芳
と
、
東
北
信
の
面
対

(
在
地
白
領
主
庖
)
た
ち
述
合
軍
と

の
激
し
い
合
戦
の
様
子
を
記
し
た
本

z
t
 

を

『大
塔
物
語
』
と
い
い
ま
す
。

物
語
白
あ
ら
筋
は

「
新
し
く
信
浪

守
護
に
任
命
さ
れ
た
小
笠
原
長
葬
が
、

応
氷
7
年

7
月
京
都
か
ら
信
揖
国
佐

久
郡
を
経
て
、
普
光
寺
近
く
の
役
所

に
入
り
、
信
滋
を
支
配
す
る
た
め
、

国
人
に
鰍
を
出
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
坂
木

(
域
)
白
村
上
満

倍
、
小
県
白
海
野
幸
義
、
高
井
の
苅

梨
朝
高
を
は
じ
め
、
だ
わ
割
引
二
怖
と

呼
ば
れ
た
国
人
た
ち
は
、
長
秀
の
政

務
や
高
慢
尊
大
な
態
度
に
不
満
を
持

ち
、
長
需
に
そ
む
い
て
お
よ
そ

3
3

0
0余
碕
で
、
篠
ノ
井
西
方
に
陣
を

と
り
、
長
秀
以
下

8
0
0余
騎
を
迎

え
討
ち
、

9
月
大
塔

(
大
当
呂
田
近

く
で
激
し
い
合
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

にノ

市麓績吉ん室(C25-0741)

長
芳
は
判
つ
じ
て
塩
崎
城
に
逃
げ

込
み
ま
し
た
が
、
守
護
方
自
坂
西
長

国
等
は
、
大
塔
の
記
長
誌
に
か
け
込t
 

み
防
戦
し
た
も
の
の
、
急
場
の
寵
城

で
あ
っ
た
た
め
、
企
料
が
欠
乏
し
、

餓
死
寸
前
と
な
り
、
つ
い
に
力
つ
き

て
長
国
以
下

3
0
0余
名
が
討
死
と

い
う
痛
ま
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

塩
崎
城
の
長
秀
も
、
村
上
満
倍
や

大
文
字

一
授
に
攻
め
た
て
ら
れ
ま
し

l

u
aしいみ『，
eh'

た
。
そ
こ
で
佐
久
郡
白
大
井
光
矩
が

仲
裁
に
入
り
ま
し
た
の
で
、
よ
う
や

く
命
拾
い
を
し
た
長
秀
は
、
京
都
へ

逃
げ
去
り
ま
し
た
」

代
ぜ
寺
島
主
ま
ゆ
ゆ

6
Z忌
毛
信
三

i
z
i
!キ

I
z
f
を
五
品
似
宇
主

令

a・9昼
食
&v'nSAmd1
・民'46酬

を
E
'
K告
主
主
叩
$
4
4

&
安
且
npdpjqaη
ゐ

n
e
L』
一
元
委
主
陶
叫
ん
r
A

企
-Etta亙
x
t
h
z

こ
の
物
語
の
中
に
は
、
梅
野
氏
、

祢
津
氏
を
は
じ
め
、
桜
井
、
別
府
、

小
田
中
、
実
回
、
横
尾
、
曲
尾
氏
な

ど
、
上
小
地
方
白
国
人
も
各
地
で
活

蹴
し
た
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

書

館

M
R

そ
の
う
ち
実
田
は
上
回
に
と
っ
て
大

-e
信

だ

変
か
か
わ
り
の
深
い
真
田
氏
で
、
真

田
氏
が
古
い
記
録
由
上
に
出
て
く
る

[ 15 J 

最
初
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の

『大
塔
物
語
』
は
全
一
巻
で
、

漢
文
で
脅
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
作

者
や
密
か
れ
た
年
代
も
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
文
正
元
年

(
1
4
6
6
)

ep--しん

に
尭
探
と
い
う
僧
が
、
諏
訪
上
社
栗

林
五
日
町
の
閑
室
で
書
き
写
し
た
と

奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
合
戦

の
し
ば
ら
く
桂
に
書
か
れ
た
原
本
を
、

書
き
写
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
こ
の
物
語
は
室
町
時
代
特
有

の
口
調
で
普
か
れ
て
い
て
、
悲
話
な

ど
も
ま
じ
え
た
文
学
作
品
で
あ
り
、

史
実
に
も
か
な
り
忠
実
で
、
室
町
時

代
初
期
目
信
浪
白
ょ
う
す
を
知
る
上

で
史
料
的
な
価
値
も
高
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
目
終
わ
り
の
こ
ろ
、
こ

術
省
同
市
A
3
明ム

F
u
g
L

の
写
本
が
諏
訪
下
社
大
祝
金
刺
草
に

あ
っ
た
の
を
、
上
田
原
町
の
郷
土
史

。
る
う
白

家
成
沢
寛
経
が
発
見
し
、
上
塩
尻
村

の
庄
屋
を
つ
と
め
、
能
筆
だ
っ
た
原

昌
言
が
瞥
き
写
し
ま
し
た
。

書
き
写
さ
れ
た
も
の
は
、
昌
言
に

よ
っ
て
、
嘉
永
4
年

(
1
8
5
1
)

江
戸
神
田
で
制
脈
蜘
り
に
さ
れ
、

3

0
0部
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
上
田
地
方
で
は
、
上
塩
尻
白
原
興

軍
と
上
田
市
立
博
物
館
に
一
冊
ず
つ

所
蔵
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

上
回
出
身
成
沢
寛
経
、
原
島
言
白

両
名
が
、
貴
重
な

『
大
塔
物
語
』
の

出
版
に
、
情
熱
を
傾
け
た
姿
を
思
う

と
今
改
め
て
感
動
を
覚
え
ま
す
。

1丘1.16



文芸104百、俳句・ 113旬
147旬、 計.364作品

数
一
稿
一
投
一
の
一
月
一
4
2
t
柵
短
川

投稿先 "3田一日日25上田市天神2-4-74
上田市教育垂員全「教育うえだ」罷

投稿方量 はがきに短散 ・俳句 ・川柳田別を

明記し、氏名 ・自治会名・電話番号をご記J

のうえ毎月18日必着で投かんしてください。

短
説究

下

常

国

遠

藤

町

子

晩
執
の
匁
き
内
に
昔
へ
て
釘
恥
の
L
F

く

ど
ん
く
つ
は
埠
つ

よ肩む
さの
る宝
十に
ニ克
月然
八角車軍
司音防
d Jfj 
、一
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布、海
て
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時代

1__1 L三
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